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村のようす

(52年 7月1日現在〉

世帯数 1，457戸(十 3)

人 口 Y，Zsg7o2人入 fff年五-の8.) 
男 '3，

女 3，692入1)

見

動

寺

不

滝

" 弘
法
大
師
の
作
不
動
明
王

寺

竜
崎
の
滝
山
に
あ
る
滝
見
不
動
は
、
弘
法
大
師
が
真
言
宗
普

及
の
た
め
、
奥
州
を
巡
錫
し
た
折
、
こ
の
地
に
来
て
稀
有
の
霊

地
で
あ
る
と
し
ば
ら
く
と
ど
ま
り
白
か
ら
「
の
み
」
を
ふ
る

い
、
不
動
明
王
の
御
像
を
刻
れ
御
堂
に
安
置
し
滝
見
一
小
動
寺
と

称
し
た
の
が
大
同
三
年
(
八

O
八
年
〉
四
月
八
日
で
あ
る
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
寺
は
慶
安
年
間
三
六
四
八

1
五
一
一
〉
に
至
っ
て
廃
寺

と
な
っ
た
が
、
時
の
白
河
城
主
榊
原
忠
次
が
御
堂
の
修
繕
を
行

な
っ
た
、
以
来
代
々
の
白
河
城
主
に
よ
っ
て
修
覆
が
加
え
ら
れ

た。
榊
原
氏
が
播
磨
国
姫
路
に
移
り
本
多
忠
義
領
主
と
な
っ
て
か

ら
は
御
供
田
と
し
，て
団
地
壱
反
歩
、
寄
進
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り

先
、
会
津
蒲
生
領
の
時
代
に
は
毎
年
、
滝
で
漁
れ
た
初
鱒
を
領

主
に
献
上
す
る
習
わ
し
で
あ
っ
た
と
云
う
。

動不A. 
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玉川村振回計画

俸をつくa(教育と文化の充実)
第=次基本計画決ま否 (3)

新bい

詐
画
的
に
導
入
し
、
教
育
の
個
別
化
、

効
率
化
を
図
る
。

λ
末
》
一
児
童
の
生
活
指
導
と
安
全
教

幼

児

教

育

育

γ

特
殊
指
導
の
充
実
に
努
め
る
o

国
、
県
の
施
策
と
相
ま
・
っ
宅
汗
東
部
(
カ
)
?
体
位
、
体
力
の
向
上
と
ス
ポ
i

地
区
に
も
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら
幼
稚
ツ
の
振
興
を
図
る
。

園
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
地
域
的
に
〈
キ
)
教
員
の
研
修
を
充
実
す
る
。

通
園
が
困
難
な
地
区
の
通
園
対
策
と
し

て
、
学
校
統
合
の
推
進
と
合
せ
、
ス
ク

ー
ル
パ
ス
等
の
運
行
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
。
ま
た
、
独
立
し
た
園
舎
の
建
設

等
施
設
設
備
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
就

学
前
二
年
の
就
園
を
可
能
に
す
る
た
め

の
学
級
増
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
家

庭
保
育
に
欠
け
る
幼
児
と
の
調
整
を
図

り
、
幼
児
教
育
の
普
及
と
拡
充
に
努
め

る。

品 4
寸・

校

教

済

〈

一

)

(

ニ

)

会ふc.

-r 

校

-、j
 

'' 

(
ア
〉
昭
和
五
十
一
年
度
に
お
い
て
、

川
辺
小
学
校
を
耐
火
構
造
に
改
築
し
、

危
険
校
舎
は
解
消
さ
れ
た
が
、
運
動
設

備
(
屋
内
運
動
場
等
)
が
未
設
校
に
つ

い
て
は
、
建
設
を
推
進
す
る
。

〈
イ
)
地
域
住
民
の
理
解
を
深
め
な
が

ら
、
四
辻
分
校
の
統
合
を
積
極
的
に
検

討
し
推
進
す
る
。

(
ウ
〉
社
会
が
要
求
し
て
い
る
心
身
と

も
に
健
全
で
、
個
性
豊
か
な
、
創
造
力

に
富
ん
だ
、
情
緒
の
安
定
し
た
人
づ
く

り
の
た
め
の
基
礎
教
育
の
振
興
を
図

る。(
エ
)
時
代
に
対
応
し
た
教
育
機
器
を

(三〉

且4

f 

校

中

(
ア
〉
小
規
模
校
は
、
職
員
の
組
織

と
、
施
設
設
備
等
の
充
実
を
図
る
う
え

に
障
害
が
多
く
、
充
分
な
教
育
効
果
が

期
待
で
き
な
い
の
で
、
二
校
を
合
理
的

に
統
合
し
、
適
一
広
規
模
に
近
づ
け
、
教

育
効
果
の
向
上
と
教
育
経
費
の
効
率
化

を
期
す
る
た
め
の
検
討
を
進
め
る
。

(
イ
)
教
育
設
備
の
近
代
化
と
、
時
代

に
対
応
し
た
教
育
機
器
の
導
入
に
よ

り
、
生
徒
個
々
の
能
力
、
適
性
を
最
大

限
に
伸
展
さ
せ
、
教
育
方
法
の
効
率
化

を
図
る
。

(
ウ
)
特
殊
学
級
の
充
実
を
図
り
、
教

育
効
果
の
向
上
に
努
め
る
。

(
エ
)
生
活
指
導
と
安
全
教
育
、
及
び

進
路
指
導
の
充
実
に
努
め
る
。

(
オ
)
体
位
、
体
力
の
向
上
と
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
図
る
。

(
カ
〉
教
員
の
研
修
を
充
実
す
る
。

(
四
)

進
学
率
の
向
上

(
ア
)
生
徒
個
々
の
適
正
、
能
力
等
を

よ
く
観
察
し
、
学
力
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
適
切
な
進
路
指
導
を
行
う
。

(
イ
〉
保
護
者
の
教
育
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
生
徒
の
進
学
へ
の
意
欲
を
も

り
た
て
る
指
導
を
行
う
。

(五〉

学

校

給

食

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
給
食

を
実
施
し
て
き
た
が
、
時
代
の
要
請
と

と
も
に
米
飯
給
食
を
取
り
入
れ
る
。
ま

た
、
給
食
費
の
父
兄
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
給
食
施
設
の
広
域
化
の
推
進

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二
、
社

会

教

育

(
一
一
)

民

公

館

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
公
民

館
機
能
を
充
分
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
東

部
地
区
に
、
近
代
的
な
公
民
館
を
建
設

し
、
住
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
設
備

を
充
実
す
る
と
と
も
に
部
落
公
民
銀
の

効
率
的
活
用
、
運
営
に
つ
い
て
も
指
導

強
化
を
図
る
。

ま
た
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
、
住

民
の
志
向
す
る
教
育
は
、
生
活
の
多
様

化
に
生
き
る
知
識
、
情
ι

報
の
処
理
及
び

生
き
が
い
の
追
求
へ
と
高
度
化
し
て
い

る
の
で
、
こ
れ
等
に
対
応
で
き
る
図

書
、
教
材
、
資
料
の
充
実
と
近
代
化
を

図
る
。
d

(
ア
〉
青
少
年
団
体
の
指
導
育
成
を
強

化
し
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て
連
帯
感
と

仲
間
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
将
来
の
村

の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
後
継
者
づ
く

り
に
努
め
る
。

(
イ
〉
婦
人
会
等
と
の
連
絡
調
整
を
図

り
な
が
ら
、
婦
人
学
級
の
充
実
に
努
め

る。(
ウ
)
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
け
い

を
図
り
高
令
者
学
級
の
充
実
に
努
め

る。

(
エ
)
適
切
な
職
負
の
配
置
主
研
修
を

充
実
す
る
。

(

ニ

〉

社

会

体

育

(
ア
〉
住
民
の
健
康
と
体
力
づ
く
り
の

た
め
村
民
運
動
場
を
建
設
し
、
体
育
館

と
と
も
に
村
民
に
開
放
す
る
。

(
イ
)
ス
ポ
ー
ツ
入
口
の
底
辺
拡
大
θ

た
め
、
体
育
指
導
員
の
研
修
を
充
実
す

る。(
ウ
〉
社
会
体
育
振
興
の
た
め
体
育
協

会
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ

団
体
の
育
成
に
努
め
る
。

(
三
)

文

化

活

動

(
ア
〉
文
化
活
動
を
活
発
化
す
る
た
め

指
導
者
を
育
成
す
る
と
と
も
に
グ
ル
ー

プ
の
育
成
に
も
努
め
、
教
養
と
技
術
の

向
上
を
図
る
。

(
イ
)
文
化
団
体
を
統
括
す
る
文
化
協

会
の
設
立
を
検
討
す
る
。

(
ウ
)
村
史
の
発
行
を
促
進
す
る
。

〈四〉

文
化
財
の
保
護

(
ア
)
国
、
県
指
定
の
文
化
財
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
の
援
助
指
導
等
に
よ

り
整
備
を
行
う
と
同
時
に
、
管
理
体
制

を
強
化
す
る
。

(
イ
〉
国
、
県
指
定
以
外
の
重
要
文
化

財
を
村
で
指
定
し
、
・
そ
の
保
護
に
努
め

る。(
ウ
)
無
形
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
関

係
保
存
会
と
協
力
を
得
て
、
育
成
保
存

に
努
め
る
。

(
エ
〉
公
民
館
文
化
財
に
対
す
る
理
解

と
愛
護
運
動
を
呼
び
か
け
、
開
発
に
先

行
し
た
調
査
あ
る
い
は
保
護
に
つ
い
て

協
力
を
得
る
。

(
次
号
に
続
く
)
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昭

和

白

年

度

結
核
健
康
診
断
実
施
の
お
知
ら
せ

本
年
も
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め

左
記
に
よ
り
一
般
住
民
結
核
健
康
診
断

を
実
施
し
ま
す
の
で
一
人
残
ら
ず
検
診

に
参
加
し
て
下
さ
い
。
自
分
が
健
康
だ

と
思
っ
て
も
年
に
一
度
は
正
し
い
診
断

を
受
け
自
分
の
健
康
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

保
健
所
で
は
皆
さ
ん
が
診
断
を
受
け

易
い
よ
う
に
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
機
械
を

各
部
落
会
場
に
持
っ
て
行
き
皆
さ
ん
に

利
便
を
は
か
り
費
用
は
一
切
役
場
負
担

と
し
全
額
無
料
で
実
施
い
た
し
ま
す
0

0
健
康
診
断
実
施
要
項

ー
、
検
診
の
際
は
必
ず
個
人
票
を
持
参

し
て
来
て
下
さ
い
。

受
診
出
来
な
い
者
ま
た
病
人
等
は
家
族

の
方
か
ら
役
場
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

2
、
一
応
地
域
毎
に
日
時
と
会
場
を
定

め
ま
し
た
が
指
定
の
日
に
都
合
の
悪
い

方
は
他
の
会
場
で
受
け
て
下
さ
い
。

※
左
記
日
程
中
に
お
受
け
に
な
ら
な
い

方
は
後
日
石
川
保
健
所
ま
で
行
っ
て
検

診
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
費
用
も

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
注
意
し

て
下
さ
い
。

人
以
血
圧
測
定
と
以
検
査
を
行
い
ま
す
。

(
四
十
歳
以
上
の
方
で
希
望
者
の
み
〉

昭和52年 7月 1日

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
日
程

奥
野
さ
ん

表

彰

さ

る

玉
川
村
身
体
障
害
者
福
祉
会
長
で

あ
る
奥
野
義
章
さ
ん
は
、
身
体
障
害

者
の
更
生
援
護
に
努
力
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
、
去
る
五
月
十
八
日
、
須
賀

川
市
体
育
館
で
開
か
れ
た
、
第
二
七

回
福
島
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
の

席
上
、
福
島
県
身
体
障
害
者
福
祉
会

長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

安
藤
杯
予
選

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

玉
川
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
(
会

長
、
首
藤
信
勝
)
主
催
の
さ
な
ぶ
り

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
(
安
藤
杯
予
選
)

は
、
六
月
十
二
日
午
前
八
時
よ
り
、

須
釜
小
学
校
、
玉
川
第
一
小
学
校
、

阿
武
隈
球
場
で
行
わ
れ
、
二
十
一
チ

ー
ム
が
参
加
大
熱
戦
の
末
、
次
の
四

チ
l
ム
が
、
来
る
八
月
二
十
八
日
玉

川
会
場
で
行
れ
る
、
安
藤
杯
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま

し
た
。

岩
法
寺

A
チ

l
ム

蒜

生

A
チ

i
ム

プ
ル
ス

l
カ
イ

A
チ

l
ム

川

辺

A
チ

i
ム

ネ
ズ
ミ
講
の

正
体
と
落
し
穴

う
ま
い
話
に
ご
用
心

ネ
ズ
ミ
講
っ
て
ご
存
知
で
す
か
?

甘
い
さ
さ
や
き
で
ま
た
た
く
聞
に
全

国
に
蔓
延
す
る
一
方
、
今
日
も
悲
し

い
知
ら
せ
が
と
ど
い
て
い
ま
す
。

ひ
と
口
に
ネ
ズ
ミ
講
と
い
っ
て
も
、

い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
、
手
口

は
巧
妙
を
極
め
ま
す
。
し
か
も
自
分
か

ら
は
「
ネ
ズ
ミ
講
で
す
」
と
は
決
し
て

い
わ
な
い
の
で
、
つ
い
話
に
の
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

痛
い
自
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、
ネ

ズ
ミ
講
の
し
く
み
を
知
っ
て
お
く
の
が

一
番
。
勧
誘
さ
れ
た
な
ら
、
そ
れ
が
ネ

ズ
ミ
講
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、
見
極
め

ま
し
ょ
う
。

い
っ
た
い
ネ
ズ
ミ
講
と
は
ど
う
い
う

も
の
か
、
特
徴
を
あ
げ
て
見
ま
す
と
、

講
(
コ
l
ス
な
ど
と
呼
ぶ
場
合

が
多
い
)
に
加
入
す
る
と
、
一
定
金
額

を
講
の
本
部
や
先
輩
会
員
に
送
金
す
る

よ
う
指
示
さ
れ
ま
す
。

講
に
加
入
す
る
と
最
嘗
石

の
新
規
会
員
の
勧
誘
、
加
入
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
す
。

勧

誘

加

入

さ

せ

た

自

分

の

子

会

員
が
、
さ
ら
に
孫
会
員
を
勧
誘
、
加
入

さ
せ
、
こ
れ
が
あ
る
段
階
ま
で
進
み
、

自
分
の
子
孫
会
員
が
一
定
数
に
達
す
る

と
、
講
の
本
部
も
し
く
は
子
孫
会
員
か

ら
、
自
分
の
と
こ
ろ
に
送
金
さ
れ
て
来

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ネ
ズ
ミ
算
的
に

会
員
が
殖
え
る
わ
け
で
す
か
ら
、
・
理
論

上
、
ま
た
た
く
聞
に
日
本
全
園
、
世
界

全
体
の
人
口
よ
り
も
会
員
が
多
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

講
が
必
然
的
に
破
た
ん
し
て
し
ま
う

の
は
明
ら
か
で
す
。
つ
ま
り
ネ
ズ
ミ
講

は
、
早
く
講
に
入
っ
た
人
だ
け
が
得
を

し
て
、
大
多
数
の
人
々
は
必
ず
損
を
す

る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

f之
、
n
v
A
V
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国民年金が改正されました
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二
、
福
祉
年
金

ハ
円
、
年
金
額
の
引
上
げ

各
福
祉
年
金
の
月
額
が
、
今
年
八
月

か
ら
次
の
よ
う
に
引
上
げ
ら
れ
ま
す
0

0
老
齢
福
祉
年
金

二
=
、
五

O
O円
↓
一
五
、

0
0
0円

。
障
害
福
祉
年
金
(
一
級
)

二
O
、
三

O
O円
↓
二
二
、
五

O
O円

O

H

(

二
級
)

二
二
、
五

O
O円
↓
一
五
、

0
0
0円

。
母
子
、
準
母
子
福
祉
年
金

一
七
、
六

O
O円
↓
一
九
、
五

O
O円

口
、
所
得
制
限
の
緩
和

本
人
の
所
得
制
限
が
今
年
五
月
分
か

ら
、
次
の
よ
う
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
0

0
老
齢
、
障
害
福
祉
年
金

夫
婦
の
場
合

年
収
一
五
三
万
円
↓
一
六
四
万
円

。
母
子
、
準
母
子
福
祉
年
金

母
と
子
一
人
の
場
合

一
、
拠
出
年
金

本
年
七
月
か
ら
、
老
齢
年
金
、
通
算

老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
母
子
、
準
母

子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
と
も

に
、
前
年
度
の
全
国
平
均
消
費
者
物
価

指
数
の
上
昇
率
に
見
合
う
額
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
加
算
は
従
来
毎
年
九
月

に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
二
ヶ
月

繰
上
げ
て
七
月
と
な
り
ま
す
。

たま

年
収
二
九
六
万
円
↓
三
二

O
万
円

回
、
恩
給
等
と
の
併
給
制
限
の
緩
和

(
今
年
八
月
実
施
)

二
八
万
円
↓
一
一
一
一
一
一
万
円

倒
、
支
払
期
月
の
変
更〈

今
年
十
月
実
施
〉

広
報
六
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
す
で
に
ご
存
じ
で
し
ょ
う

が
、
従
来
の
支
払
月
で
あ
る
一
月
、
五

月
、
九
月
を
、
本
年
か
ら
四
月
、
八

月
、
十
二
月
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

(
な
お
、
十
二
月
の
支
払
い
は
、
受
給

権
者
か
ら
請
求
が
あ
れ
ば
、
十
一
月
に

支
払
い
ま
す
。
)

F

交
通
安
全
は
老
人
か
ら

交
通
安
全
教
室
開
く

老人クラブ

去
る
二
月
二
十
三
日

h

玉

川
村
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
に
交

通
安
全
指
導
員
が
誕
生
し
た

こ
と
は
既
に
ご
存
じ
の
こ
と

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
さ
ら

に
会
員
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
よ
う

と
の
声
が
高
ま
り
、
次
の
よ
う
な
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

県
交
通
安
全
対
策
室
よ
り
十
六
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
二
巻
(
道
路
の
正
し
い
わ
た

り
方
、
老
人
と
交
通
事
故
〉
を
借
用

し
、
玉
川
村
公
民
館
の
協
力
を
得
て
、

次
の
日
程
で
映
画
を
上
映
す
る
と
と
も

に
、
東
部
地
区
で
は
橋
本
駐
在
巡
査

が
、
必
ら
ず
各
単
位
会
の
教
室
に
出
.
席

し
、
懇
切
に
し
て
わ
か
り
易
い
交
通
法

規
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
交
通

安
全
に
対
す
る
歓
心
は
一
層
の
も
り
あ

が
り
を
見
せ
、
意
識
の
高
揚
に
多
大
の

成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、
四
辻
部
落
で
、
会

場
を
四
辻
分
校
と
し
て
、
学
童
全
員
、

教
師
、
老
人
一
体
と
な
っ
て
の
教
室
と

な
り
、
孫
と
お
と
し
よ
り
の
交
歓
会
と

も
な
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
な
ご

や
か
な
教
室
で
し
た
、
ま
た
、
竜
崎
ク

ラ
ブ
で
は
婦
人
会
員
が
参
加
し
て
家
族

ぐ
る
み
の
運
動
と
し
た
こ
と
な
ど
は
新

ら
し
い
企
画
で
あ
り
今
後
の
運
動
に
示

唆
を
与
え
ま
し
た
。

ま
ず
ト
ッ
プ
を
切
っ
た
の
は
山
小
屋

ク
ラ
ブ
で
、
四
月
二
十
五
日
に
橋
本
巡

査
の
講
義
を
き
い
た
の
が
最
初
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
五
月
十
日
に
吉
、
十
二
日

に
南
須
釜
、
十
三
日
に
北
須
釜
、
十
四

日
に
は
四
辻
が
最
後
で
、
翌
週
に
は
西

部
地
区
へ
と
転
じ
て
、
五
月
十
九
日
に

三
辺
、
二
十
日
に
は
玉
川
村
就
改
セ
ン

タ
ー
で
、
小
高
、
中
、
蒜
生
の
合
同
会

合
、
二
十
一
日
に
は
岩
法
寺
竜
崎
の
合

同
会
合
で
幕
を
と
じ
ま
し
た
。

村
内
全
部
落
の
巡
回
上
映
で
あ
っ
た

だ
け
に
、
何
れ
の
会
場
も
盛
況
を
極

め
、
お
と
し
よ
り
の
交
通
安
全
意
識
は

さ
ら
に
高
ま
り
を
見
せ
、
画
面
に
写
し

出
さ
れ
た
数
々
の
血
を
見
る
事
故
の
む

ご
た
ら
し
さ
、
恐
ろ
し
き
に
学
び
と
っ

た
も
の
が
多
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
参
加
者
か
ら
は
異
口

同
音
に
交
通
事
故
を
起
し
て
は
な
ら
な

い
、
こ
れ
が
私
共
村
民
の
つ
と
め
で
あ

る
と
の
自
覚
を
促
す
の
に
大
い
に
役
立

っ
た
催
し
で
あ
り
ま
し
た
。

海外就職の相談

昭
和
五
十
二
年
度
予
算
が
き
ま
り
、

国
民
年
金
は
拠
出
年
金
、
福
祉
年
金
と

も
、
次
の
よ
う
に
、
老
齢
年
金
を
初
め

と
す
る
各
種
年
金
額
が
引
上
げ
ら
れ
る

ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
の
改
善
が
行
わ
れ
ま

す。

あ
な
た
の
技
術
を
、海
外
で
生
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
ノ

農
業
、
工
業
、
そ
の
他
の
技
術
、
技
，

能
を
有
す
る
方
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ポ
リ
ピ

ャ
、
カ
ナ
ダ
な
ど
で
就
職
し
て
み
た
い

方
、
ま
た
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し

て
東
南
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米

な
ど
の
発
展
途
上
国
へ
の
技
術
協
力
な

ど
で
活
躍
し
て
み
た
い
方
々
の
た
め

に
、
次
の
と
こ
ろ
で
常
時
受
付
け
て
い

ま
す
。-

T
九
八

O

仙
台
市
本
町
三
丁
目
四

番
一
号
、
宮
城
県
水
産

会
館
六
階
、
国
際
協
力

事
業
団
仙
台
支
部

T
E
L
O
二
二
二
(
六
一
二
〉

O

七
九
五

η

O
二
二
二
(
六
一
〉
七

一‘九一

(
注
)
毎
月
第
三
土
曜
日
の
午
後
に
仙

台
市
民
会
館
で
特
別
映
画
、
説
明
会
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
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詩つ
つ
じ
の
寺

増

子

重

勝

昭和52年 7月 1日

大
き
な
さ
っ
き
の
植
込
み
と

木
蓮
の
大
木
に
固
ま
れ
て

く
ん
じ
ゅ

輩
酒
山
門
に
入
る
を
許
さ
ず
の
碑
が

あ
る

石
段
を
登
る
と
右
手
に
鐘
楼
正
面
に

木
堂

長
福
山
瑞
光
林
大
安
禅
寺

菱
形
の
石
畳
か
ら
も
寸
隙
を
惜
し
ん

でク
ル
マ
ガ
ン
ピ
の
花
が
ひ
し
め
き
咲

い
て
い
る

江
戸
時
代
に
中
国
か
ら
渡
っ
て
き
た

と
い
う

茎
の
長
い
寺
に
似
合
い
の
花
だ

庫
裏
の
書
院
造
り
の
襖
は
杉
の
一
枚

板
戸

竹
の
下
，
を
泳
ぐ
小
さ
な
魚

白
木
蓮

紅
色
鮮
か
.
な
高
麗
雑

木
目
の
中
で
沈
黙
を
続
け
て
い
る

北
側
の
戸
を
開
け
る
と

池
を
囲
む
さ
っ
き
の
大
木
群
が

控
え
目
に
花
を
つ
け
て
い
る

ふ
じ
の
老
木

も
み
じ
の
若
葉
急
斜
面
の
竹

背
戸
山
に
連
な
る
幽
玄
の
境

百
年
以
上
も
人
目
を
忍
び

そ
っ
と
咲
き
続
け
る
つ
つ
じ
の
寺
を

わ
ざ
わ
ざ
訪
れ
る
人
の
話
を
聞
か
な

'u 
本
堂
の
左
手
に
墓
地
が
あ
る

樺
の
木
、
杉
木
立
、
苔
の
道

二
十
八
基
の
世
代
塔
、
五
百
余
年

林
立
す
る
江
戸
時
代
の
墓
石

石
仏

椿
の
古
木
、
倒
れ
た
老
杉

地
を
這
う
苔
の
息
づ
き

須
釜
の
百
姓
達
の
歴
史
も
あ
っ
た
ろ

〉フつ
つ
じ
が
咲
き

も
み
じ
が
散
り

一
切
衆
生
を
呑
み
込
ん
で

こ
れ
か
ら
も

数
百
年
が
す
ぎ
て
い
く
。

ー
「
忘
れ
草
」
幻
号
よ
り
l

※
ク
ル
マ
ガ
ン
ピ
、
ガ
ン
ピ
(
岩
罪
)

ρ変
種
、
耐
寒
性
の
あ
る
多
年
草
で
庭

園
、
鉢
植
な
ど
に
裁
植
さ
れ
る
、
六
月

頃
石
竹
に
似
た
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
白
、

黄
、
赤
色
の
花
を
つ
け
る
、
葉
は
対
生

で
惰
円
形
。

i 
J の， --#f 故居

l ロ~. の眠
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z
z
F
E
E
Z
E
r
E
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・、E
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，、.2e
‘.，、・
J
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、，ZE--
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s
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・-F
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E
-
1
2
e
t
s
e
t
-
-
F
Z
a
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‘sr
・2r
・2・s
，

八
カ
村
の
農
民
達
は
、
打
っ
て
一
丸
と
】

塩

沢

清

助

氏

著

「

須

釜

村

史

」

よ

り

な

っ

て

強

訴

決

行

に

ふ

み

切

ら

ざ

る

を

}

い

し

ぶ

み

得

な

か

っ

た

の

で

あ

る

。

物

い

わ

ぬ

石

碑

(

三

〉

明

治

二

年

十

一

一

月

九

日

、

四

十

八

カ

バ司
1

・

1

1
じ

一

A
l
z
t

村
の
農
民
達
は
寒
気
を
つ
い
て
烏
峠

'4
こ

を

め

ざ

し

て

集

結

を

始

め

た

。

道

を

関

秘

め

る

刻

文

の

謎

和

久

村

に

と

り

、

つ

い

で

舟

田

村

に

さし
か
か
っ
た
頃
、
こ
の
不
穏
な
情
勢
を

岩

谷

浩

光

誌

察
知
し
た
白
河
県
庁
で
は
、
早
速
数
人

の
県
属
官
を
派
遣
し
て
、
気
勢
を
あ
げ

一
方
、
同
じ
県
内
で
あ
り
な
が
中
畑
新
田
村
彦
吉
等
二
十
名
が
発
起
人
る
群
衆
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
懸
命
の
努

ら
、
旧
藩
制
時
代
に
、
塙
、
浅
川
、
と
な
っ
て
、
群
衆
の
指
導
に
当
っ
た
。
力
を
傾
け
た
。

中
畑
各
陳
屋
の
支
配
下
に
あ
っ
た
、
そ
し
て
、
清
岡
県
令
に
対
し
て
、
度
そ
し
て
事
件
ぼ
っ
発
の
目
的
究
明
に

川
村
々
や
、
旧
多
古
藩
の
領
地
(
こ
の
々
の
面
会
を
求
め
、
金
納
制
を
許
可
さ
全
力
を
注
い
だ
。

日
地
方
で
は
、
曲
木
、
吉
、
蒜
生
、
中
れ
た
い
旨
嘆
願
し
た
の
で
あ
る
が
、
つ
属
客
等
は
、
そ
の
目
的
を
知
る
に
及

川
辺
、
中
村
な
ど
)
で
あ
っ
た
村
々
い
に
許
可
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
ん
司
「
お
前
達
の
嘆
願
の
目
的
に
か
な

で

は

、

依

然

と

し

て

割

安

な

金

納

が

た

。

う

よ

う

に

一

刻

も

早

く

取

計

ら

う

の

許
さ
れ
て
い
た
。
ま
し
て
戊
辰
戦
後
し
か
し
、
そ
う
か
と
い
っ
て
、
こ
の
で
、
今
晩
は
一
先
ず
解
散
す
る
よ
う

…
の
直
後

p
t
と
で
あ
り
、
凶
作
と
も
不
公
平
極
ま
る
上
納
制
度
に
甘
ん
じ
て
に
」
と
、
さ
か
ん
に
な
だ
め
す
か
す
の

重
な
っ
て
v
農
民
の
困
窮
ぶ
り
は
甚
服
従
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
我
慢
で
き
で
あ
っ
た
。

だ
し
く
悲
惨
な
生
活
状
態
に
お
か
れ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
き
い
た
群
衆
達
は
、
県
属
官

た

こ

と

が

う

か

が

ふ

知

ら

れ

る

。

が

こ

れ

程

ま

で

に

約

束

し

て

く

れ

る

以

。
強
訴
の
決
行

上
は
と
、
そ
の
言
葉
を
信
じ
て
一
日
一
解

。
有
志
者
立
ち
あ
が
る

こ
と
こ
こ
に
い
た
っ
て
は
、
強
引
に
散
し
、
そ
の
後
の
事
態
の
推
移
を
見
守

ν
め
な
境
遇
に
追
上
訴
を
決
行
す
る
よ
り
外
に
手
は
な

ハ
カ
村
の
有
志
者
い
、
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。
四
十

U

現
物
米
上
納
制

三
示
し
て
反
対
の

月
に
立
ち
あ
が
っ

日
々
の
代
表
格
だ

れ
ば
北
須
釜
村
繁

b

一

ー

拠

り
為
右
衛
門
、
三
…
し
一
一
一

竜

崎

村

国

右

衛

長

醸

矢

吹

村

吉

五

議

錨

泉

崎

村

金

五

議

錨
ち

i

似
衛
門
、
本
沼
村
総
議
離

別
八
、
松
倉
村
清
注
品
川
崎
川

町
、
大
和
田
村
平
後
一
川
議
一

根
田
村
留
吉
、

'
E
、F
E
E
S
-
Z
Z
1
r
Z
E
e
-
'
E
E

曹、〆屯.，

(
次
号
へ
続
く
〉
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食
中
毒
!
何
と
非
文
明
的
な
ひ
び
き

で
し
ょ
う
。
生
活
が
向
上
し
、
食
生
活

は
豊
か
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
毎
年
か

な
り
の
患
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

本
格
的
な
夏
に
な
る
と
皆
用
心
す
る

の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
と
思
っ
て
い
る

今
ご
ろ
中
毒
す
る
人
が
少
く
あ
り
ま
せ

ん
。
や
は
り
油
断
大
敵
で
す
。

予
防
の
原
則
は
①
け
が
を
し
た
手
で

は
調
理
し
な
い
、
②
調
理
前
は
逆
性
石

け
ん
で
よ
く
手
を
洗
う
、
③
ふ
き
ん
や

食
器
は
加
熱
し
て
お
く
。
つ
ま
り
食
品

と
菌
の
接
触
す
る
機
会
を
少
な
く
す
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
大
気
中
に

あ
る
細
菌
が
食
物
に
付
着
す
る
の
を
防

昭和52年 7月 1日
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ぐ
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
も
よ
い
の

は
食
物
を
残
さ
な
い
こ
と
で
す
が
、
な

る
べ
く
冷
凍
冷
蔵
庫
で
凍
ら
せ
て
お

き
、
そ
れ
で
も
食
べ
る
時
は
加
熱
殺
菌

す
る
く
ら
い
の
用
心
さ
が
必
要
で
す
。

細
菌
の
中
に
は
零
度
に
な
っ
て
為
わ

ず
か
な
が
ら
繁
殖
を
続
け
て
腐
敗
さ
せ

て
い
る
も
の
も
あ
る
の
で
冷
凍
庫
だ
か

ら
と
い
っ
て
も
過
信
は
で
き
ま
せ
ん
。

変
だ
な
と
思
っ
た
ら
食
べ
な
い
こ
と

も
た
い
せ
つ
で
す
。

設
内
)

，
f
ふ
凡
持
W

相、

盛
会
だ
っ
た

「さ

き
展
」

'コ

六
月
十
一
日
か
ら
六
月
十
三
日
ま
で

一
一
一
日
間
、
村
体
育
館
に
お
い
て
玉
川
村

昭和52年度の村税等の納期が下の表のように変りました

のでお知せします。納期限は25日25日が日曜、祝祭日は翌

26日です。

納期 税 日 期 ~IJ 

5月 軽(全自動期車〉税 固(定1資期産〉税

6月 村(1氏期税〉 国(1民年期金〉

7月 保(1険期税〉

8月 村(2氏期税〉 国(2民年期金〉

9月 保(2険期税〉

10月 固〈定2資産期税〉 国(3民年期〉金

11月 村(3氏期)税 保(3険期税〉

12月 固(定3資期産)税 国(4民年期〉金

1月 村(4氏期〉税 保(4険期税〉

2月 固(定4資期産税〉

表覧期納

盆
栽
会
(
会
長
一
塩
沢
直
利
〉
と
公
民
館

共
催
で
「
さ
っ
き
」
の
展
示
会
が
開
ら

か
れ
ま
し
た
。

会
員
自
慢
の
す
ば
ら
し
い
名
木
、
名

花
が
会
場
を
う
め
つ
く
し
、
村
内
は
も

ち
ろ
ん
近
隣
の
町
村
か
ら
参
観
に
訪
れ

た
人
達
の
目
を
見
は
ら
せ
ま
し
た
。

総
出
品
二
七

O
点
と
い
う
盛
会
ぶ
り

は
他
町
村
の
展
示
会
で
は
見
ら
れ
な
い

も
の
ば
か
り
で
種
類
も
八
十
種
近
く
ま

こ
と
に
多
種
多
彩
で
五
百
人
を
越
す
観

客
を
う
な
ら
せ
大
盛
会
で
し
た
。

中

yじ

も
と
も
と
は
中
国
の
道
教
の
教
え
に

あ
る
祭
り
の
日
で
、
一
月
十
五
日
を
上

元
、
七
月
十
五
日
を
中
元
、
十
月
十
五

日
を
下
元
と
い
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
イ
ン
ド
か
ら
伝
来
し
た

ウ

ラ

ボ

y

エ

伝
教
で
も
、
七
月
十
五
日
を
孟
蘭
盆
会

と
い
っ
て
仏
様
を
崇
拝
す
る
日
と
し
た

た
め
二
つ
の
信
仰
行
事
が
七
月
十
五
日

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
結
び
つ
き
、
中
元

だ
け
が
行
事
と
し
て
残
っ
た
と
い
え
そ

う
で
す
。

日
本
で
中
元
と
い
え
ば
、
日
頃
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
人
へ
贈
り
物
を
す
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

背
は
贈
り
物
も
新
盆
の
家
へ
ち
ょ
う

ち
ん
、
と
う
ろ
う
な
ど
を
、
ま
た
一
般

的
に
は
白
米
、
う
ど
ん
、
そ
う
め
ん
な

ど
の
食
糧
品
が
中
心
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
も
っ
と
も
最
近
は
繊
維
品

や
電
気
器
具
な
ど
を
贈
る
人
も
い
ま
す

が
、
趣
旨
か
ら
い
え
ば
邪
道
な
の
で
し

ょ
う
か
。

お

め

で

ハ
六
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
)

た

地
川

辺
小

高

岩

法

寿

竜

崎

区

出
生
児
氏
名

三

瓶

直

美

車

田

千

春

溝
井
香
奈
子

多

田

智

博

内

田

貴

美

鈴
木
一
一
信

佐

藤

智

幸

大

野

由

利

南

須

釜
お

や

(
六
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
)

年
令

世
帯

主
名

真

一
亀

雄

倉

雄

源

一

シ

サ
忠

次

く

-h出
4
』

死
亡
者
氏
名

区

新四 北 竜 岩小
須" "法

回辻釜 崎 寺高

小

針

信

司

江

草

野

彦

七

日

佐
久
間
ト
メ
コ
釘

鈴

木

サ

イ

位

小

林

菊

治

臼

矢

吹

ナ

ツ

卯

須

田

マ

ツ

見
知
ら
ぬ
入
の

集
ま
る
避
暑
地
は

特
に
注
意
を

保
護
者
名

忠

夫
正

一
正

治

光

雄
隆

男
吉

光

義

光

長

三

郎

み

82 

幸

平




